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イ
ン
ド
鉄
鋼
業
と
リ
ロ
ー
ラ
ー

（
二
次
圧
延
業
者
）、
誘
導
炉

　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
（
請
負
人
）
に
率

い
ら
れ
た
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
（
請
負
）
労

働
者
を
含
め
、
労
働
者
の
の
八
割
を
ビ

ハ
ー
ル
州
出
身
の
労
働
者
が
占
め
る
工

場
の
話
に
入
る
前
に
、
イ
ン
ド
の
鉄
鋼

業
と
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
に
つ
い
て
少
し

長
い
導
入
を
述
べ
る
こ
と
を
ご
容
赦
い

た
だ
き
た
い
。

　

イ
ン
ド
の
粗
鋼
生
産
量
は
二
〇
一
一

年
に
七
〇
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
（
七
二

二
〇
万
ト
ン
）、
鉄
鋼
超
大
国
の
中
国

（
六
億
八
三
二
七
万
ト
ン
）、
日
本
（
一

億
七
六
〇
万
ト
ン
）、
ア
メ
リ
カ
（
八

六
二
五
万
ト
ン
）
に
続
き
世
界
第
四
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
。
近
年
で
は
概
ね
経

済
成
長
率
と
同
じ
ペ
ー
ス
で
生
産
量
を

拡
大
し
て
き
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
の

鉄
鋼
業
は
製
法
・
使
用
技
術
、
生
産
者

の
企
業
規
模
な
ど
で
他
の
主
要
鉄
鋼
国

と
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
も
つ
。
そ
れ

は
粗
鋼
生
産
（
製
鋼
）
に
お
い
て
中
小

規
模
の
誘
導
炉
（In

d
u
ctio

n
 F

u
r-

n
ace

）
が
生
産
量
の
約
三
割
を
占
め

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
製
鋼
の

次
工
程
で
あ
る
鋼
塊
（
イ
ン
ゴ
ッ
ト
）

を
圧
延
す
る
加
工
段
階
に
お
い
て
、
棒

鋼
お
よ
び
形
鋼
な
ど
の
条
鋼
類
生
産
に

お
い
て
や
は
り
中
小
の
リ
ロ
ー
ラ
ー

（
二
次
圧
延
業
者
）
が
主
力
と
な
っ
て

い
る
点
を
指
摘
で
き
る
。

　

棒
鋼
、形
鋼
な
ど
の
鋼
材
の
生
産
は
、

独
立
以
前
か
ら
そ
の
一
部
を
リ
ロ
ー

ラ
ー
が
担
っ
て
き
た
。
独
立
後
に
お
い

て
も
条
鋼
類
の
鋼
材
供
給
に
お
け
る
リ

ロ
ー
ラ
ー
の
地
位
は
常
に
不
可
欠
の
構

成
部
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
大
き

く
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
一
九
九
一
年
の

経
済
自
由
化
以
前
ま
で
の
政
府
の
鉄
鋼

業
政
策
は
、
小
規
模
工
業
保
護
政
策
と

相
俟
っ
て
、
一
貫
製
鉄
所
に
対
し
て
ビ

レ
ッ
ト
、
ブ
ル
ー
ム
な
ど
中
小
規
模
リ

ロ
ー
ラ
ー
の
原
料
と
な
る
半
成
品
を
比

較
的
低
価
格
で
供
給
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
、
そ
れ
ら
を
製
品
構
成
の
一
部
と

し
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鉄
鋼
運

賃
平
衡
基
金
制
度（
一
九
九
二
年
廃
止
）

は
国
内
の
ど
の
地
域
で
も
一
貫
製
鉄
所

所
在
地
域
（
東
部
諸
州
）
と
ほ
ぼ
同
等

の
価
格
で
購
買
で
き
る
よ
う
に
す
る
助

成
制
度
で
あ
り
、
一
貫
製
鉄
所
か
ら
遠

隔
地
に
あ
る
地
方
の
リ
ロ
ー
ラ
ー
の
創

業
を
促
進
す
る
要
因
と
な
っ
た
。
リ

ロ
ー
ラ
ー
は
一
貫
製
鉄
所
製
の
ビ
レ
ッ

ト
に
加
え
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
お
よ
び
小
規

模
電
炉（
お
よ
そ
能
力
二
〇
ト
ン
未
満
、

一
九
八
〇
年
前
半
ま
で
）
が
供
給
す
る

小
型
の
ビ
レ
ッ
ト
（
ペ
ン
シ
ル
イ
ン

ゴ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
）
を
圧
延
の
原
料

と
し
て
き
た
。
二
番
目
の
理
由
は
、
経

済
自
由
化
以
降
も
基
本
的
に
該
当
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
国
内
の
地
方

市
場
に
お
け
る
地
場
の
鋼
材
需
要
は
、

各
地
方
の
商
人
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
需
要

搬
入
役
と
し
て
、
小
口
注
文
が
多
く
か

つ
品
質
よ
り
も
価
格
に
敏
感
な
地
方
・

国
内
市
場
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
す
る
建
設

や
機
械
製
造
な
ど
を
中
心
と
し
て
お

り
、
一
貫
製
鉄
所
の
鋼
材
が
参
入
し
に

く
い
分
野
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン

ド
に
お
け
る
国
内
の
貨
物
輸
送
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
効
率
化
の
遅
れ
は
、
地
方

に
お
け
る
鋼
材
生
産
者
の
存
在
を
不
可

欠
に
し
た
と
も
い
え
よ
う
。ち
な
み
に
、

パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
の
工
業
都
市
・
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
と
鉄
道
距
離
で
一
番
近

い
国
営
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｌ
傘
下
ボ
カ
ロ
製
鉄
所

は
一
五
三
六
キ
ロ
も
あ
る
。

●
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
の
鉄
鋼
業

　

パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
は
国
内
有
数
の
リ

ロ
ー
ラ
ー
の
集
積
地
で
あ
る
。
二
〇
〇

九
年
度
に
は
三
八
五
工
場
、
三
一
一
万

ト
ン
の
鋼
材
を
生
産
し
た
。
イ
ン
ド
全

体
で
は
一
七
九
四
工
場
、
二
三
四
六
万

ト
ン
で
あ
っ
た
（
同
年
度
）。
パ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
州
の
リ
ロ
ー
ラ
ー
は
国
内
生

産
量
の
一
三
・
二
％
を
占
め
る
が
、
一

見
し
て
全
国
平
均
よ
り
も
小
規
模
で
あ

る
（
一
工
場
平
均
生
産
量
、
約
八
一
〇

〇
ト
ン
）。
リ
ロ
ー
ラ
ー
の
原
材
料
の

ひ
と
つ
で
あ
る
ペ
ン
シ
ル
イ
ン
ゴ
ッ
ト

を
供
給
す
る
誘
導
炉
は
同
州
に
一
三
一

工
場
、
一
四
三
万
ト
ン
（
同
年
度
）
で

あ
っ
た
。
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
の
地
場
鉄

鋼
業
の
集
積
地
は
二
つ
あ
る
。
マ
ン

デ
ィ
・
ゴ
ビ
ン
ド
ガ
ル
（M

an
d
i 

G
o
b
in

d
garh

）
と
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
イ
ン
ド
お

よ
び
鉄
鋼
業
に
関
心
の
あ
る
読
者
に

と
っ
て
も
お
そ
ら
く
馴
染
み
の
な
い
地

名
と
思
わ
れ
る
が
、
両
地
域
に
お
け
る

企
業
家
、
生
産
方
式
、
労
働
者
の
出
自

お
よ
び
労
働
者
管
理
（
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
を
含
め
）
な
ど
に
は
共
通
す
る
特

石
上
悦
朗

ル
デ
ィア
ー
ナ
ー
の
地
場
鉄
鋼
工
場
と

ビハ
ー
リ
ー
労
働
者

インドにおける
農工連関

特 集
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徴
が
み
ら
れ
る
。
大
き
な
違
い
は
二
つ

あ
る
。
ひ
と
つ
は
集
積
地
と
し
て
は
生

産
規
模
、
企
業
数
な
ど
で
み
て
マ
ン

デ
ィ
・
ゴ
ビ
ン
ド
ガ
ル
の
方
が
大
き
い

こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
次
の
点
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
が

当
地
の
自
転
車
製
造
お
よ
び
そ
の
他
機

械
工
業
向
け
の
棒
鋼
類
生
産
に
特
化
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
マ
ン
デ
ィ
・
ゴ

ビ
ン
ド
ガ
ル
は
棒
鋼
類
を
筆
頭
に
形
鋼

お
よ
び
パ
ト
ラ
と
よ
ば
れ
る
細
幅
鋼
板

な
ど
主
に
建
設
用
途
を
中
心
と
し
、
一

部
を
家
具
・
機
械
な
ど
の
製
造
業
向
け

の
製
品
構
成
で
あ
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
の
み
な
ら
ず
広
く
北

イ
ン
ド
に
及
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

リ
ロ
ー
ラ
ー
は
前
述
の
と
お
り
圧
延

の
原
材
料
と
し
て
、
一
貫
製
鉄
所
製
の

ビ
レ
ッ
ト（
規
格
外
を
含
む
）、
ペ
ン
シ

ル
イ
ン
ゴ
ッ
ト
お
よ
び
ス
ク
ラ
ッ
プ
を

用
い
る
。
リ
ロ
ー
ラ
ー
の
中
に
は
誘
導

炉
を
も
ち
自
前
で
ペ
ン
シ
ル
イ
ン
ゴ
ッ

ト
を
製
造
し
、
こ
れ
を
圧
延
原
材
料
と

す
る
「
一
貫
」
メ
ー
カ
ー
も
存
在
す
る
。

本
稿
で
検
討
す
る
の
は
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
所
在
の
こ
の
タ
イ
プ
の
工
場
で
あ

る
⑴

。
こ
こ
で
は
主
に
誘
導
炉
に
お
け

る
生
産
と
労
働
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●
誘
導
炉
と
は

　

誘
導
炉
は
電
気
炉
の
一
種
で
あ
る
。

誘
導
炉
は
炉
の
周
囲
に
あ
る
コ
イ
ル
に

電
気
を
通
し
、
電
磁
誘
導
作
用
に
よ
り

電
気
的
導
体
（
金
属
）
の
中
に
誘
導
電

流
を
生
じ
さ
せ
、
電
気
的
導
体
の
も
つ

抵
抗
に
よ
り
発
熱
・
誘
導
加
熱
さ
せ
る
。

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
原
理
と
同
じ
で
あ

る
。
イ
ン
ド
の
誘
導
炉
は
初
期
（
一
九

八
〇
年
代
半
ば
）
に
は
炉
能
力
〇
・
五

〜
一
ト
ン
程
度
の
極
小
規
模
で
あ
っ
た

が
、
今
日
で
は
五
〜
六
ト
ン
規
模
が
大

勢
で
あ
り
、
一
五
〜
二
五
ト
ン
を
超
え

る
規
模
も
あ
る
。
誘
導
炉
の
設
備
一
式

は
国
産
メ
ー
カ
ー
数
社
が
供
給
す
る
。

誘
導
炉
は
こ
の
よ
う
に
現
代
の
製
鋼
法

と
し
て
普
及
し
て
い
る
電
気
ア
ー
ク
炉

に
比
べ
小
規
模
で
あ
り
、
製
品
の
品
質

も
劣
る
⑵

。
だ
が
、
ト
ン
当
た
り
建
設

コ
ス
ト
が
電
気
ア
ー
ク
炉
に
比
べ
低
廉

で
あ
り
、
建
設
期
間
が
短
く
参
入
が
容

易
な
点
が
イ
ン
ド
地
方
市
場
で
普
及
し

て
い
る
要
因
で
あ
る
。
誘
導
炉
は
前
述

の
よ
う
に
地
方
市
場
の
求
め
る
品
質
よ

り
価
格
の
低
廉
性
と
い
う
要
求
、
さ
ら

に
小
口
の
注
文
に
対
し
て
柔
軟
・
迅
速

に
対
応
で
き
る
と
い
う
優
位
を
も
つ
。

加
え
て
、
誘
導
炉
の
操
業
に
求
め
ら
れ

る
技
術
が
全
般
的
に
低
位
で
あ
り
、
高

度
な
技
術
者
や
熟
練
労
働
者
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
誘
導
炉
工
場
の
生
産
工
程
と
労
働

　

本
誘
導
炉
工
場
に
お
け
る
ペ
ン
シ
ル

イ
ン
ゴ
ッ
ト
の
生
産
工
程
を
簡
単
に
説

明
し
て
お
こ
う
（
図
1
参
照
）。

　

本
工
場
は
二
シ
フ
ト
、
計
二
一
時
間

操
業
（
労
働
者
は
基
準
八
時
間
プ
ラ
ス

超
過
三
時
間
労
働
）
で
あ
る
。
ま
ず
、

搬入・搬出3

ヘルパー 1

自走クレーン
オペレーター 1

クレーン
オペレーター 3電気フォアマン1

ヘルパー 3

溶接工3

メカニカル
フォアマン1

ヘルパー 2

ケミスト1

鋳型
ウォッシャー 1

メイソン・
ヘルパー 2

メイソン1

鋳型ヘルパー 3

鋳型セッター 1

ヘルパー 5

バリマン
（炉改修）4

誘導炉
オペレーター 1
［フォアマン］

メルター
（炉技師）1資材担当者1

スクラップ・
スーパー
バイザー 1

マネージャー

ダイレクター

下請け。（コントラクター
とは別業者）

図1　誘導炉工場の組織図

（出所）�聴き取りから筆者作成。
（注）�数字は1シフト当たりの人員数。破線枠はコントラクター（Thekedar）請負分。
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①
ス
ク
ラ
ッ
プ
管
理
で
あ
る
。
本
工
場

で
は
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
の
他
の
工
場

も
同
様
で
あ
る
が
、
原
材
料
に
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
八
〇
〜
九
〇
％
を
用
い
、
残

り
は
海
綿
鉄
等
⑶

を
使
う
。
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
化
学
組
成
の
測
定
お
よ
び
る
つ
ぼ

に
入
れ
る
た
め
の
下
準
備
（
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
よ
り
分
け
、
圧
縮
、
溶
接
工
に
よ

る
切
断
な
ど
）
が
必
要
と
な
る
。

　

②
誘
導
炉
で
の
溶
解
作
業
。
顧
客
の

注
文
に
応
じ
た
化
学
組
成
要
件
を
満
た

す
た
め
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
選
定
は
第
一

義
的
に
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
行
う
。
本

工
場
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
大
学
で
冶
金

工
学
を
学
び
、
電
気
ア
ー
ク
炉
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
か
ら
誘
導
炉
に
転
じ
、
計
三
〇

年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
。
誘
導
炉
で

は
長
年
の
経
験
に
よ
る
勘
も
必
要
と
の

こ
と
で
あ
る
。
本
工
場
に
は
容
量
六
ト

ン
の
炉
が
二
基
据
え
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
通
常
、
一
日
二
一
時
間
の
操
業
中

に
一
基
を
用
い
、
一
タ
ッ
プ
（
溶
鋼
の

湯
出
し
、
取
鍋
へ
の
注
入
、
鋳
型
へ
の

流
し
込
み
な
ど
一
連
の
作
業
）
二
時
間

程
度
計
一
〇
タ
ッ
プ
操
業
す
る
。
使
用

し
た
炉
を
翌
日
は
休
ま
せ
、
バ
リ
マ
ン

（B
ari m

an

）
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ト
ラ

ク
ト
労
働
者
が
炉
壁
の
改
修
作
業
に
当

た
る
。
別
の
も
う
一
基
が
代
わ
っ
て
操

業
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
炉
の
作
業
は

メ
ル
タ
ー
の
指
示
の
下
、
経
験
あ
る
コ

ン
ト
ラ
ク
ト
労
働
者
で
あ
る
誘
導
炉
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
（
フ
ォ
ア
マ
ン
格
）
と
ヘ

ル
パ
ー
が
担
当
す
る
。
前
の
タ
ッ
プ
で

す
で
に
高
温
に
な
っ
て
い
る
る
つ
ぼ
に

労
働
者
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
入
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
作
業
が
始
ま
り
、
次
第
に
高
温

に
な
り
溶
融
が
始
ま
る
と
さ
ら
に
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
投
げ
入
れ
続
け
る
（
写
真
1

参
照
）。炉
の
温
度
は
最
高
一
六
五
〇
℃

ま
で
上
げ
ら
れ
る
。
タ
ッ
ピ
ン
グ
（
溶

鋼
の
湯
出
し
）
ま
で
の
間
に
、
長
い
鉄

棒
で
浮
き
上
が
っ
た
ス
ラ
グ
を
取
り
出

す
、
溶
鋼
の
サ
ン
プ
ル
を
取
り
化
学
組

成
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
温
度
を
測
る
な

ど
の
作
業
も
行
わ
れ
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
選
定
、
投
げ
入
れ
方
を
誤
る
と
る
つ

ぼ
が
爆
発
状
態
に
な
り
、
高
熱
の
溶
鋼

が
飛
び
散
る
可
能
性
も
あ
る
、
大
変
危

険
な
作
業
で
あ
る
。

　

③
取
鍋
か
ら
鋳
型
へ
。
灼
熱
の
溶
鋼

は
一
六
〇
〇
℃
ま
で
少
し
温
度
を
下

げ
、
鋳
型
に
流
し
込
む
た
め
に
ク
レ
ー

ン
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
取
鍋
に
注
入
、

移
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
ク
レ
ー
ン
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
る
。

取
鍋
に
は
六
ト
ン
強
の
溶
鋼
が
入
っ
て

い
る
。
取
鍋
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
移

動
し
、
工
場
の
土
間
に
立
て
ら
れ
た
鋳

型
へ
と
向
か
う
。
工
場
が
生
産
す
る
ペ

ン
シ
ル
イ
ン
ゴ
ッ
ト
は
四
規
格
あ
る

が
、
最
も
生
産
量
の
多
い
の
は
四
イ
ン

チ
×
五
イ
ン
チ
×
五
四
イ
ン
チ
（
一
七

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

上
が
少
し
細
い
面
取
り
を
し
た
正
方
形

の
一
四
〇
セ
ン
チ
弱
の
四
角
柱
で
あ

る
。
鋳
型
は
デ
ュ
プ
レ
ッ
ク
ス
・
モ
ウ

ル
ド
と
呼
ば
れ
る
二
個
組
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
規
格
の
場
合
は
二
個
組
を
一

六
セ
ッ
ト
、
計
三
二
本
並
べ
る
。
鋳
型

に
は
一
本
の
注
入
管
が
あ
る
。
溶

鋼
は
こ
れ
に
上
か
ら
注
入
さ
れ
、

鋳
型
下
部
に
配
管
さ
れ
た
パ
イ
プ

の
役
割
を
果
た
す
耐
火
煉
瓦
を
通

し
て
、
鋳
型
内
部
を
下
部
か
ら
上

部
へ
と
満
た
す
（
写
真
2
参
照
）。

溶
鋼
が
固
化
し
た
後
、
ペ
ン
シ
ル

イ
ン
ゴ
ッ
ト
を
取
り
出
す
。
そ
の

際
、
型
か
ら
あ
ふ
れ
出
し
た
部
分

は
溶
接
工
が
こ
れ
を
除
去
す
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
や
は
り
熟
練
の

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
労
働
者
で
あ
る
鋳

型
セ
ッ
タ
ー
と
耐
火
煉
瓦
工
で
あ

る
メ
イ
ソ
ン
お
よ
び
ヘ
ル
パ
ー
が

担
う
。

　

④
炉
の
維
持
・
補
修
。
前
述
の

よ
う
に
、
一
〇
タ
ッ
プ
を
行
っ
た
る
つ

ぼ
は
バ
リ
マ
ン
が
炉
の
改
修
作
業
に
あ

た
る
。
炉
壁
は
耐
火
煉
瓦
で
は
な
く
、

底
の
抜
け
た
バ
ケ
ツ
状
の
も
の
を
る
つ

ぼ
に
い
れ
、
こ
の
周
囲
に
硅
砂
（S

iO
2

を
主
成
分
と
す
る
）
を
突
き
固
め
、
誘

導
炉
自
体
の
高
熱
で
圧
着
、
固
化
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
シ
リ
カ
ラ
イ

ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
。
バ
リ
マ
ン
は
電

気
回
路
を
損
傷
し
な
い
よ
う
に
炉
壁
を

取
り
除
き
、
上
記
の
作
業
に
よ
り
炉
壁

を
再
建
す
る
。
誘
導
炉
に
よ
っ
て
は
硅

砂
よ
り
か
な
り
高
価
な
マ
グ
ネ
シ
ア

（
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ゥ
ム
、
主
成
分

M
gO

）
を
用
い
る
工
場
も
あ
る
が
、

本
工
場
は
労
働
者
の
手
作
業
と
併
せ
、

徹
底
し
て
低
コ
ス
ト
を
追
求
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
る
つ
ぼ
の
底

写真1 �誘導炉のるつぼにスクラップを投入する労働者。
ルディアーナーの誘導炉工場にて（2012年10月23日筆者撮影）

写真2　ペンシルインゴットの鋳型に溶鋼を注入する作業。
ルディアーナーの誘導炉工場にて（2012年10月23日筆者撮影）

ルディアーナーの地場鉄鋼工場とビハーリー労働者  
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は
同
様
に
七
〇
タ
ッ
プ
ご
と
に
改
修
さ

れ
る
。
る
つ
ぼ
の
底
の
さ
ら
に
下
部
は

耐
火
煉
瓦
で
お
お
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
ほ
ぼ
一
年
毎
に
張
り
替
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
維
持
・
改
修
作
業
に
よ
り

炉
の
寿
命
は
一
五
年
程
度
で
あ
る
。
た

だ
、
電
気
回
路
を
取
り
換
え
れ
ば
、
炉

の
寿
命
は
さ
ら
に
延
び
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

●�

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
コ
ン
ト
ラ

ク
ト
労
働
者

　

こ
の
よ
う
な
、
一
連
の
作
業
工
程
を

み
る
と
（
図
1
参
照
）、
高
温
に
さ
ら

さ
れ
か
つ
溶
鋼
が
飛
び
散
る
こ
と
に
よ

る
け
が
等
の
可
能
性
も
あ
る
危
険
な
作

業
は
、
ほ
と
ん
ど
が
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
労

働
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
労
働
者
を
徴

募
し
管
理
す
る
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
は
こ

こ
で
は
テ
ケ
ダ
ー
ル
（T

h
eked

ar

）

と
呼
ば
れ
る
。
テ
ケ
ダ
ー
ル
は
ル
デ
ィ

ア
ー
ナ
ー
お
よ
び
マ
ン
デ
ィ
・
ゴ
ビ
ン

ド
ガ
ル
の
地
場
鉄
鋼
工
場
で
一
般
に
み

ら
れ
る
。
本
工
場
の
テ
ケ
ダ
ー
ル
は
ビ

ハ
ー
ル
州
出
身
で
あ
り
、
労
働
者
は
彼

の
村
出
身
の
も
の
が
多
い
。
テ
ケ
ダ
ー

ル
は
各
シ
フ
ト
に
一
八
名
程
度
の
人
員

を
確
保
す
る
こ
と
が
最
大
の
任
務
で
あ

る
。
本
工
場
の
テ
ケ
ダ
ー
ル
の
詳
細
に

つ
い
て
は
参
考
文
献
③
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。組
織
図
の
中
の
会
社
雇
用（
正

規
）
の
労
働
者
の
中
に
も
ビ
ハ
ー
ル
州

出
身
の
も
の
が
相
当
お
り
、
本
工
場
で

は
労
働
者
の
約
八
割
が
同
州
出
身
者
で

占
め
ら
れ
る
。
比
較
的
高
度
な
技
能
が

要
求
さ
れ
る
ク
レ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
も
同
州
出
身
者
が
い
る
。
訪
問
調
査

の
お
り
、「
パ
ン
ジ
ャ
ビ
ー
は
こ
ん
な

に
高
温
の
工
場
で
作
業
を
嫌
う
し
、
だ

れ
も
や
ら
な
い
よ
」
と
い
う
話
を
何
度

も
聞
い
た
。実
に
こ
の
と
お
り
で
あ
る
。

パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
の
鉄
鋼
工
場
で
は
ビ

ハ
ー
ル
州
や
ウ
ッ
タ
ル
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ

州
出
身
の
テ
ケ
ダ
ー
ル
と
コ
ン
ト
ラ
ク

ト
労
働
者
無
し
で
は
工
場
は
操
業
で
き

な
い
。
し
か
も
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
誘
導
炉
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
、
バ
リ
マ
ン
お
よ
び
鋳
型
セ
ッ

タ
ー
な
ど
相
当
の
経
験
と
技
能
を
必
要

と
す
る
仕
事
も
本
工
場
で
は
コ
ン
ト
ラ

ク
ト
労
働
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
ビ
ハ
ー
リ
ー
労
働
者

は
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
の
地
場
鉄
鋼
工
場
に

堅
固
に
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
て
い
る
訳
で

あ
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
、
た
と
え
ば

誘
導
炉
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
会
社
雇
用
の

フ
ォ
ア
マ
ン
な
い
し
メ
ル
タ
ー
に
登
用

さ
れ
な
い
理
由
は
、
必
要
と
さ
れ
る
一

二
年
の
教
育
歴
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ

る
。

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
話
に
よ
る
と
、
ビ

ハ
ー
ル
州
に
お
け
る
近
年
の
経
済
成
長

や
農
村
雇
用
保
証
ス
キ
ー
ム
の
影
響
に

よ
り
同
州
か
ら
の
新
規
の
労
働
者
は
ほ

と
ん
ど
み
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
テ
ケ
ダ
ー
ル
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の

労
働
者
を
求
め
、
彼
ら
を
確
保
す
る
た

め
に
郷
里
と
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
、
さ

ら
に
様
々
な
つ
て
を
た
ど
っ
て
活
動
し

て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
出
来
上
が
っ
た
ペ
ン
シ
ル
イ

ン
ゴ
ッ
ト
は
隣
接
す
る
圧
延
工
場
で
棒

鋼
に
加
工
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、ま
ず
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
鑢
（
や
す

り
）
掛
け
に
よ
る
表
面
の
平
滑
化
の
工

程
か
ら
始
ま
り
、
冷
え
た
鋼
塊
を
再
加

熱
す
る
工
程
、さ
ら
に
数
段
階
の
圧
延
・

ロ
ー
リ
ン
グ
が
つ
づ
く
。
現
代
の
鉄
鋼

業
に
お
け
る
連
続
鋳
造
と
い
っ
た
方
法

と
比
較
す
る
と
な
ん
と
非
効
率
な
生
産

方
式
で
あ
ろ
う
か
。
原
材
料
と
な
る
ス

ク
ラ
ッ
プ
お
よ
び
熱
源
た
る
電
力
お
よ

び
重
油
（
ま
た
は
粉
炭
）
も
決
し
て
安

価
で
は
な
く
、
大
手
一
貫
メ
ー
カ
ー
に

対
す
る
コ
ス
ト
競
争
力
で
は
地
場
鉄
鋼

業
は
相
当
劣
る
。
そ
れ
で
も
地
場
鉄
鋼

業
が
し
ぶ
と
く
生
き
残
る
地
方
市
場
の

構
造
に
つ
い
て
更
な
る
研
究
が
求
め
ら

れ
る
。

（
い
し
が
み　

え
つ
ろ
う
／
福
岡
大
学
商

学
部
教
授
）

《
注
》

⑴
本
工
場
は
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の

フ
ォ
ー
カ
ル
ポ
イ
ン
ト
（
金
属
・
機

械
工
業
の
集
積
地
）
か
ら
国
道
一
号

を
南
東
に
約
一
〇
キ
ロ
移
動
し
た
地

域
に
立
地
す
る
。

⑵
誘
導
炉
自
体
は
不
純
物
を
取
り
除
い

た
り
、
化
学
組
成
を
変
え
る
と
い
っ

た
製
錬
プ
ロ
セ
ス
を
欠
く
。
要
す
る

に
る
つ
ぼ
に
入
れ
て
溶
か
す
こ
と
し

か
で
き
な
い
。「
足
す
」
の
み
で
「
引

く
」
の
な
い
製
造
法
で
あ
る
。
誘
導

炉
工
場
に
は
、
か
な
り
の
追
加
投
資

を
し
て
取
鍋
製
錬
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
例
も
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り

上
げ
た
工
場
に
は
取
鍋
製
錬
は
な

い
。

⑶
本
工
場
で
は
海
綿
鉄
一
〇
％
、
ス
カ

ル
（sku

ll

、
大
手
鉄
鋼
工
場
の
炉

か
ら
出
る
廃
棄
物
）
一
〇
％
を
混
入

す
る
。
ス
カ
ル
を
用
い
る
の
は
コ
ス

ト
低
減
の
た
め
で
あ
る
。

《
参
考
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①
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